
【問合先】 

相談支援部門           ：03-5728-9433 

学齢期の発達障がい支援部門：03-6429-8524 

【開設時間】 

月～金 8:30～19:00 

土日祝 8:30～17:00（年末年始除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談支援部門では・・・】 

区内の障がいのある方・あるかもしれない方を中心に、そのご家族や関係機関等からの、生活におけ

る困り事や課題に対して、情報提供や助言を行い、必要に応じて障がい福祉サービスの利用につなげる

など、解決にむけて一緒に考えサポートをしています。 

障がいのある方のニーズを導き出し、適切なサービスを受けることができるように「サービス等利用計

画」を作成し、本人とサービス提供事業所の間に入り、利用の調整をする役割も果たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

【人材育成研修を開催しました！】 

区内の福祉人材育成を目的として、障がい福祉サービス従事者等を対象とした研修を年間計画で 

実施しています。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い、安心して受講できるよう工夫しています。 

２月は、以下のとおり実施しました。 

■ 令和5年2月2日（木）  障害者差別解消法研修 

～地域の事例を通して、合理的配慮と障がい理解について学ぶ～ 

■ 令和5年2月 10日（金） 身体障害者・知的障害者・精神障害者相談員研修 

～人と人とがつながる地域づくりとは～ 

 

 

 

 

 

 

障害者差別解消法研修を受講している様子 

 

  

今号の特集  
特集１ 相談支援部門について紹介します 

特集２ 自立訓練（機能訓練・生活訓練）って何をするの？ 

 

令和5年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さぽーとぴあ 
ＮＥＷＳ 
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相談支援部門について紹介します！ 

さぽーとぴあ（大田区立障がい者総合サポートセンター）広報紙 

特集１ 

障がいのある家族の今後の事が心配、 

誰に相談したらいいのか・・・ 

仕事が長続きしない・・ 

パソコンの勉強をして、就職したい 

 

家事が苦手・・・

どうしよう・・・ 



 

 

 

 

A棟２階居住支援部門では、障がいのある方が地域で暮らしていくための訓練を行っています。 

 

【機能訓練】 

面談で話をお聴きし、一人ひとりに合わせたプログラムを組み立てています。 

運動機能の維持・向上につなげるため、 

立つ・座る・歩くなどの基本動作、バランス訓練や、 

ペグ・アクリルコーン・輪投げ等、様々な器具を使用 

する動作訓練を実施しています。 

訓練では、OT（作業療法士）、PT（理学療法士）、 

ST（言語聴覚士）、支援員が一緒にサポートしています！ 

【生活訓練】 

洗濯、掃除の方法等の訓練を通し、生活力を高めます。 

最近は、コロナ禍で中止していた調理訓練を再開し、豚汁を作りました。 

利用者の皆さんで材料を買いに行き、使う食材を自ら選んで頂きました。 

 

 

 

 

     自立訓練（機能訓練・生活訓練）って何をするの？ 

生活訓練ではコロナ過で行えていなかった調理訓練が再開しました。 

今回は豚汁を作りました。利用者皆さんで材料を買いに行き、使う食材を自ら選んで頂いています。包丁は使わず

キッチンバサミで材料を切りました。とっても美味しい具だくさんな豚汁ができました。 

 

ｌ 

 

特集２ 

発行元：さぽーとぴあ（大田区立障がい者総合サポートセンター） 

〒143-0024 大田区中央4-30-11 

①大森駅西口（東急バス）から「大田文化の森」下車 

②蒲田駅西口・池上駅（東急バス）から「大田文化の森」または「入新井第四小学校」下車 

 

美味しそうに 

盛り付けられたぴょん！ 

【問合先】 

さぽーとぴあA棟 

居住支援部門 自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

電話 03-5728-9435 

 

 
とても美味しい 

具だくさんな豚汁ができました！ 

 

包丁は使わず、 

キッチンバサミで 

材料を切りました。 


